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必ず守る

製品の大きさ、重さに注意する
取付には製品を支持する揚重機等を使用し、作業者の危険を
防止するための措置を講じてください。

必ず守る

工事部材は付属品および指定の部材を
使用する
寸法や材質等の適合しない部材を使用すると、落下・水もれ・
感電・火災などの原因になります。

必ず守る

取付工事は、専門業者に依頼する
取付工事に不備があると、水もれや感電、火災等の事故の
原因になります。

必ず守る

取付工事は製品添付の説明書類に従って
確実に行う
取付工事に不備があると、水もれや感電、火災等の事故の
原因になります。

必ず守る

高所作業時の安全を確保する
高さが２メートル以上の箇所で作業を行うときは、適正な
足場を確保し安全帯を使用する等、墜落による作業者の
危険を防止するための措置を講じてください。

必ず守る

取付は、質量に十分耐える所に確実に行う
強度が不足している場合は、落下や転倒等による事故の
原因になります。

必ず守る

電気工事は、電気工事士の資格のある方が、
「電気設備に関する技術基準」「内線規定」
および製品添付の説明書類に従って施工する
電源回路要領不足や取付不備があると感電・火災の原因になり
ます。

必ず守る

電気配線は所定のケーブルを使用して確実に
接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わら
ないように確実に固定する
接続や固定が不完全な場合は、発煙、火災の原因になります。

定格電圧、制御容量範囲内で使用する
誤った電源で使用すると感電・火災などの原因になります。必ず守る

電気・電子機器等、濡れて困る物の上に
加湿器を設置しない
漏電火災や事故の原因になります。絶対しない

必ず守る

作業時は、けが防止のため保護用手袋を
着用する
やけど・けがの原因になります。

必ず守る

活線作業を行う際は、絶縁用保護具を着用
するか、活線作業用器具を使用する
適切な保護具、器具を使用しない場合、感電の原因になります。

必ず守る

加湿器元電源には、必ず加湿器専用の
漏電ブレーカを取り付ける
漏電ブレーカが取り付けられていないと、感電の原因になります。

運転中および運転停止直後の電気部品に
素手で触らない
やけど・感電の原因になります。触らない

濡れた手で電気部品に触ったり、
スイッチ・ボタンを操作しない
感電・事故・発煙・火災の原因になります。濡手禁止

給水ユニットに水、液体をかけない
ショート・漏電・感電・事故・発煙・火災の原因になります。水濡禁止

改造はしない
故障や水もれ・感電・火災の原因になります。絶対しない

必ず守る

アース接続（D 種接地工事）を必ず行う
アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しな
いでください。アースが不完全な場合は、感電の原因になります。

安全のために必ず守ること

警告

⿟ ͜ͷʮ҆શͷͨΊʹඞͣकΔ͜ͱʯΛΑ͓͘ಡΈͷ্ɺऔΓѻͬͯͩ͘さ͍ɻ
⿟ ͸ɺ߲̓ࣄ஫ҙͨ͠ࡌهʹ͜͜ શʹؔ͢Δॏେͳ಺༰Ͱ͢ɻඞͣकͬͯͩ͘さ͍ɻ
⿟ ͱͦͷఔ౓Λɺ࣍ݥةऔΓѻ͍Λͨ͠ͱ͖ʹੜ͡Δͨͬޡ ͷදࣔͰ۠෼ͯ͠આ໌͍ͯ͠·͢ɻ

⿟ ਤه߸ͷҙຯ͸ҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

必ず守る 絶対しない 触らない 濡手禁止
絶対に濡れた手で触らない

水濡禁止
絶対に水に濡らさない

誤った取り扱いをしたときに、使用者が軽傷を負う可能性や物的損害の発生に結びつくもの注意

誤った取り扱いをしたときに、使用者が死亡、重傷を負う可能性があるもの警告
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必ず守る

上水道直結の配管工事は、当該自治体（水道
事業管理者）の認定水道工事業者が施工する
正しい施工がされない場合、水もれや、水質悪化の原因にな
ります。

必ず守る

凍結の恐れがある地域では、必ず凍結防止工事
を行う
配管・減圧弁などが破裂し、水もれの原因になります。

必ず守る

給排水配管は、本書にしたがって確実に給水・
排水するように配管し、結露が生じないよう
断熱する
配管工事に不備があると水もれの原因になります。

必ず守る

製品の運搬は十分注意して行う
原則二人以上で行ってください。ケガや落下による破損の
原因になります。

必ず守る

水道法、消防法等に規制される部材の取扱につ
いては、専門業者に依頼する
正しい取り扱いがされない場合、法令違反になることがあり
ます。

必ず守る

加湿器への給水には菌類を含まない 0.1mS/m 
以下の純水を使用する
水質が不適当な場合は、室内空気の汚れの原因になります。

注意
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1 施工前の確認事項
1-1 梱包内容（付属品）の確認
⿟ ඪ४඼ͷࠝแ಺༰ʢ෇ଐ඼ʣ͸ҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻ։෧ޙ͸௚ͪʹ಺༰Λ֬ೝͯͩ͘͠さ͍ɻ

ࠝแ಺༰ �෦඼໊শ ͳͲ༷࢓ ঢ়ܗ ਺ݸ

" ຊମࠝแ

ᶃՃ࣪ثຊମ �୆

ᶄઆ໌ॻྨ ྉࢿΔؔ͢ʹ޻ࢪཁྖॻ·ͨ͸޻ࢪ ࡭�

˞औѻઆ໌ॻ͸ڥ؀ෛՙܰݮΛ໨తʹɺ੡඼ʹ͸ಉ͓ࠝͯ͠Γ·ͤΜɻWFCαΠτΑΓμ΢ϯϩʔυ·ͨ͸ฐࣾѼ͝੥ͩ͘ٻさ͍ɻ

# ෇ଐ඼ࠝแʢ෇ଐ಺༰͸ɺ͓ ਤͳͲΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ʣܗ֎ఆͷΦϓγϣϯʹΑΓҟͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰࢦ٬༷͝

ᶅڅਫϗʔε
П�ʷП��
ϫϯλονδϣΠϯτɾΫΠοΫ
δϣΠϯτɾδϣΠϯτΫϦοϓ෇

̍ࣜ

ᶆి࣓ห༻ίʔυ

઀ଓݯి ి࣓ห༻
ίωΫλ

ݸ�

ᶇϗʔεΫϥϯϓ ʢద߹༷࢓ͷ৔߹ͷΈ෇ଐʣ ݸ�

$ ਫϢχοτࠝแڅ

ᶈڅਫϢχοτ
༺ਫڅѹหɺݮ෇ετϨʔφɺࢭٯ
ి࣓หɺऔ෇ϒϥέοτ෇

ݸ�
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1-2 使用場所の制限について
⿟ ణԼਁಁ気ԽࣜՃ࣪ث͸ɺԼهͷΑ͏ͳݱ৔Ͱ͸࢖༻Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰɺࣄલʹ౰ࣾѼ͓໰͍߹Θͤͩ͘さ͍ɻ
ˎ௨気ɺઃஔ৔ॴʹ෗৯ੑΨε͕༧૝さΕΔ৔߹
ˎਥ๪ɺ৯඼޻৔ͦͷଞɺ௨気ʹԘ෼΍ΦΠϧϛετΛؚΉ͓ͦΕͷ͋Δ৔߹
߹৔ͳͲɺ௨気ʹۚଐ੡ͷਖᆍΛؚΉ͓ͦΕͷ͋Δ৔޻ցػˎ
ˎපӃͳͲͷਗ਼ড়౓ΛཁٻさΕΔಛघۭௐ

⿟ Ճ࣪ثຊମͷ্流ଆʹ͸தੑೳϑΟϧλʢൺ৭๏ �0� Ҏ্ʣΛઃஔͯͩ͘͠さ͍ɻ·ͨɺඞཁͳਗ਼ড়౓ʹԠͯ͡Ճ࣪ثຊମͷԼ流ଆ
ʹ΋ H&1" ϑΟϧλʔ΍έϛΧϧϑΟϧλʔͷઃஔΛ͍͝ئ౼ݕ·͢ɻ

⿟ Ճ࣪ثຊମʹޫ͕සൟʹ͋ͨΔͱɺ͕ەࡶൟ৩͠΍͘͢ͳΓ·͢ɻՃ࣪ثຊମऔ෇Ґஔ͸ःޫ͠ɺ఺ݕ૭ઃஔͷࡍ͸ΧόʔΛઃ͚Δͳ
Ͳͷ഑ྀΛ͓͍͠ئ·͢ɻ

⿟ ి気ώʔλ౳ͷิॿώʔλΛऔΓ෇͚Δ৔߹͸ɺ૊ࠐεϖʔε͓Αͼ᫔ࣹ೤ͷӨڹʹΑΓ࢖༻Ͱ͖ͳ͍৔߹͕͋Γ·͢ͷͰɺࣄલʹฐ
ࣾѼ͓໰͍߹Θͤͩ͘さ͍ɻ

1-3 使用条件の確認
⿟ Լهͷ࢖༻৚݅ͳͲΛຬ଍͍ͯ͠Δ͜ͱΛ֬ೝͯͩ͘͠さ͍ɻ

ఆ֨ిݯ ୯૬ "$2007 �0��0H[ʢ͓ࢦ٬༷ఆʹΑΓ୯૬ "$2�7ɺ"$�007ɺ"$2207ͷ৔߹͋Γʣ

पғԹ࣪౓ Ճ࣪ثຊମɿ�ʙ�0ˆɹڅਫϢχοτɿ�ʙ�0ˆʢౚ݁͠ͳ͍͜ͱʣɹ�0ˋ3HҎԼ

औ෇໘෩଎ 3���N�T ҎԼʢ࢖༻৚݅΍Ճ࣪ثαΠζʹΑͬͯ͸ɺ͜ͷ஋ҎԼͱͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ʣ

ਫਫ࣭څ Λؚ·ͳ͍७ਫʢ0��N4�NҎԼʣྨە

ਫѹྗڅ 0�0� ʙ 0���.1B

ਫԹ౓څ 73'��ʙ �0ɿ�ʙ�0ˆɹɹ73'�0ɿ�ʙ2�ˆ

1-4 給水水質について
⿟ Ճ࣪ث΁ͷڅਫʹ͸ྨەΛؚ·ͳ͍0��N4�N ҎԼͷ७ਫΛ͝࢖༻ͩ͘さ͍ɻڅڙਫʹෆ७෺ΛؚΉਫΛ࢖༻ͨ͠৔߹ɺਫதͷৠ
෺ྨͷੳग़ͳͲʹΑΓɺՃ࣪Ϟδϡʔϧͷચড়ස౓ɺަཹ࢒ൃ ୹͘ͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ͷͰ͝஫ҙͩ͘さ͍ɻ͕ظप׵



� � �

施
工
前
の
確
認
事
項

施
工
前
の
確
認
事
項

各
仕
様
の
概
要

各
仕
様
の
概
要

施
工

施
工

試
運
転

試
運
転

外
形
参
考
図

外
形
参
考
図

仕
様

仕
様

2-1 標準仕様
ຊՃ࣪ث͸ۭௐ༷࢓ػ΍͓٬༷༻్ʹ͋Θͤɺඪ४༷࢓ͷଞɺ֤ छΦϓγϣϯ༷࢓Λ༻ҙ͓ͯ͠Γ·͢ɻ

⿟ ਫϗʔεͷ઀ଓʹϫϯλονδϣΠڅਫϢχοτͱڅ
ϯτΛ࠾༻ɻϔομέʔεͷऔΓ֎͠ʹ΋ϩʔϨοτ
෇ϏεΛ࠾༻͠ɺجຊతʹ޻۩ϨεͰϝϯςφϯε͕
ɻ͢·͑ߦ

⿟ ۭௐػίΠϧϑϥϯδҎ֎ʹՃ࣪ثΛऔΓ෇͚Δ৔߹
΍ɺۭ ௐػίΠϧͷԼϑϥϯδ幅͕30NNະຬͷ৔
߹͸ɺՃ࣪ثԼ෦͔Βͷ気流࿙Ε๷ࢭͷͨΊɺԼ෦Ϋ
ϩʔζ൘͕औΓ෇͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻ

2-2 ステップ制御仕様
⿟ εςοϓ੍༷࢓ޚ͸ɺՃ࣪ثΛ気流方向ʹର͠લࠨޙӈʹ෼ׂ͠κʔϯ͝ͱʹฒྻ΍௚ྻʹڅਫ੍ޚΛ͜͏ߦͱͰɺඞཁ๞࿨ޮ཰ͷม
ಈʹରԠ͠·͢ɻ73'�0ɺ73'�0ɺ73'�0 Ͱ͸ࠨӈ̎ஈεςοϓ੍ޚͷଞɺલޙʹ഑ஔ͢Δʮલ̎ޙஈεςοϓ੍ޚʯɺલࠨޙӈ
ʹ഑ஔ͢Δʮ̐ஈεςοϓ੍ޚʯ΋ՄೳͰ͢ɻ

⿟ ૩ӡసʹ΋ରԠ͠·͢ɻסޓͰ͸ɺՃ࣪Ϟδϡʔϧͷަޚӈεςοϓ੍ࠨ
⿟ Ճ࣪ܕث൪຤ඌ ʮʹ45ʯɺʮ44ʯɺʮ4$ʯɺʮ4'ʯ͓ Αͼεςοϓஈ਺ͷ਺͕ࣈ෇͖·͢ɻ

ʲ୅දྫ ɹrࠨӈ2ஈεςοϓ੍༷࢓ޚʢฒྻ2ஈεςοϓ༷࢓ɿ452ʣ

◆ホースの取り回しには余裕をもたせてください。

2 各仕様の概要

ਫϗʔεڅ

ਫϢχοτڅ

Ճ࣪Ϟδϡʔϧ

ϔομέʔε

ϫϯλονδϣΠϯτ

ʲ୅දྫʳ

̍ஈ໨
ʢκʔϯ�ʣ

̎ஈ໨
ʢκʔϯ�ʣ

ϫϯλονδϣΠϯτ

ਫϢχοτڅ

ਫϗʔε2څ

�ਫϗʔεڅ
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2-3 蒸気コイル仕様
⿟ ৠ気ίΠϧʹରԠ͢Δ༷࢓Ͱ͢ɻڅਫϗʔεɺڅਫϔομʹ଱೤ੑͷ高͍ૉࡐΛ࢖༻͍ͯ͠·͢ɻ
ৠ気ίΠϧ༷࢓͸Ϋϩʔζ方 ʢࣜ1��ʲਤ �� rࢀরʣͷΈͷରԠͱͳΓ·͢ɻ

⿟ Ճ࣪ܕث൪຤ඌ ʮʹ+ʯ͕ ͖ͭ·͢ɻ

அ೤ࡐ෇څਫϗʔε

ਫϢχοτڅ

Ճ࣪Ϟδϡʔϧ

଱೤ԘϏ੡ϔομʲ୅දྫʳ
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2-4 給水ユニット別設置仕様

2-4-1 機内設置用
⿟ ۭௐػ಺ͷεϖʔε΍څਫϢχοτͷϝϯςφϯε౳ͷཧ༝ͰɺڅਫϢχοτΛՃ࣪ثຊମ͔Β཭ۭͯ͠ௐػ಺΁ઃஔ͢Δ৔߹ͷ࢓
༷Ͱ͢ɻڅਫϔομҐஔ͔Β高さʶ�NҎ಺ʹऔΓ෇͚ͯͩ͘さ͍ɻ

⿟ Ճ࣪ܕث൪຤ඌ ʮʹ̗ʯ͕ ͖ͭ·͢ɻ

ʲ୅දྫʳ

۩ਫϢχοτऔ෇ۚڅ

ਫϢχοτڅ

ਫϗʔεڅ

2-4-2 機外設置用（屋内用）
⿟ Ͱ͢ɻ༷࢓ਫϢχοτϘοΫεʹऩΊͨڅਫϢχοτΛઐ༻ͷڅઃஔ͢ΔͨΊʹɺʹ֎ػਫϢχοτΛۭௐڅ
⿟ ઃஔさΕΔ৔߹͸ɺࣨʹ֎ػਫϢχοτΛۭௐڅ ಺͓ڥ؀ΑͼڅਫԹ౓ʹΑΓ݁࿐͢Δ৔߹͕͋Γ·͢ͷͰɺڅਫϗʔεʹอԹॲཧΛ
ਫϔομҐஔ͔Β高さʶ�NҎ಺ʹऔΓ෇͚ͯͩ͘さ͍ɻڅさ͍ɻͩͯ͘͠ࢪ

⿟ Ճ࣪ܕث൪຤ඌ ʮʹ̘ʯ͕ ͖ͭ·͢ɻ

ʲ୅දྫʳ

ਫϢχοτϘοΫεڅ

ਫϗʔεڅ
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2-5 給水ユニットバイパスバルブ付仕様
⿟ Ͱ͢ɻ༷࢓ਫさͤΔڅ΁ثਫ༻ి࣓หΛհさͣɺҰ࣌తʹखಈͰՃ࣪څ
ӡస؅ཧʹ͋ͨͬͯ͸όΠύεόϧϒͷดΊ๨Εʹ͝஫ҙͩ͘さ͍ɻ

⿟ Ճ࣪ܕث൪຤ඌ ʮʹ7#ʯ͕ ͖ͭ·͢ɻ

ʲ୅දྫʳ

2-6 ドレンパン付仕様
⿟ Ճ࣪ثʹυϨϯύϯͱഉਫϗʔεΛ͚ͭͯɺॴఆ෦෼΁υϨϯΛഉਫ͢Δ༷࢓Ͱ͢ɻ
ۭௐػͷߏ଄্౳ͷཧ༝ͰυϨϯΛͦͷ··ഉਫͰ͖ͳ͍৔߹΍ɺՃ࣪ثΛ্Լ2 ஈҎ্ͱ͢Δ৔߹ʹ࢖༻͠·͢ɻ

⿟ Ճ࣪ܕث൪຤ඌ ʮʹ%ʯ͕ ͖ͭ·͢ɻ

ʲ୅දྫʳ

όΠύεόϧϒ
ਫ༻ి࣓หڅ

ഉਫϗʔε

υϨϯύϯ
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3-1 空調機器への取付

警告

運搬および取付の際には加湿器の大きさ・重さに注意する
加湿器のサイズが大きくなると相当な重さになります。転倒や落下による事故の原因になります。

作業時は、けが防止のため保護手袋を着用する
やけど・けがの原因になります。

3-1-1 本体取付時の留意点

注意

加湿モジュールの運搬、取付作業を行う際は、必ず両手で取り扱う
加湿モジュールを片手で取り扱うと破損の原因になります。

加湿モジュールの取り扱いに際しては、手や身体、工具などによる損傷、転倒などに注意する
加湿モジュールは変形・損傷した場合には修復できません。

⿟ Ճ࣪ثӡసத͸ৗ࣌υϨϯ͕ग़·͢ͷͰɺՃ࣪ثຊମԼ෦ʹ͸ඞͣυϨϯύϯ͕ඞཁͰ͢ɻ
⿟ Ճ࣪ثऔ෇Ґஔʹ͸ɺอक఺͕ۀ࡞ݕ༰қʹ͑ߦΔ͚ͩͷαʔϏεεϖʔε͓ΑͼɺݸʑͷՃ࣪ϞδϡʔϧΛۭௐثػͷ֎ʹऔΓग़ͤ
Δ͚ͩͷ఺͕ޱݕඞཁͰ ʢ͢Ճ࣪Ϟδϡʔϧ୯ମͷ࠷େαΠζɿW3�0NNʷH���NNʷ%��NNʣɻ

⿟ Ճ࣪ثͷઃஔ方ࣜʹ͸ʮΫϩʔζ方ࣜʯͱʮΦʔϓϯ方ࣜʯ͕ ͋Γ·̡͢ ਤ �� ɻrಛʹΦʔϓϯ方ࣜͷ৔߹ʹ͸ɺຊମͷऔ෇Ґஔɾऔ෇方
向Λผ్ਤ໘͓Αͼݱ৔ͷࣔࢦͳͲͰඞͣΑ֬͘͝ೝͩ͘さ͍ɻ

⿟ Ճ࣪ثຊମऔ෇Ґஔ͸ःޫͯͩ͘͠さ͍ɻ఺ݕ૭ઃஔͷࡍ͸ΧόʔΛઃ͚ΔͳͲͷ഑ྀΛ͓͍͠ئ·͢ɻ
⿟ શ೤ަث׵ʹ૊ΈࠐΉ৔߹͸ɺՃ࣪ث༻ͷऔ෇ΞϯάϧͳͲ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ

3 施工

3-1-2 加湿器サービススペースについて
⿟ ͷओཁ෦඼ΛऔΓ֎ͨ͢ΊʹਤثɺຊՃ࣪ࡍʑͷϝϯςφϯεͷޙ �2Λࢀর͠ɺՃ࣪ثαʔϏεεϖʔεΛ֬อͯͩ͘͠さ͍ɻ

ਤ ��Ճ࣪ثαʔϏεεϖʔε

ϝϯςφϯεͷࡍɺϔομέʔε͸खલʹҾ͖ग़ͯ͠औΓ
֎͠·͢ɻ

ϩʔϨοτ෇Ϗε

ۭ
ௐ
ػ
ί
Π
ϧ

�0NNҎ্

�00NNҎ্

ʢ73'�0ɿ�00NNҎ্ʣ

ਤ ��Ճ࣪ثͷઃஔํࣜ
ۭௐػίΠϧ

ؾՃۭ࣪ྲྀ�ؾ

Ճ࣪ثຊମ

ʲΫϩʔζ方ࣜʳ

ۭௐػίΠϧ

ྲྀ�ؾ
Ճۭ࣪ؾ

Ճ࣪ثຊମ

௨աۭؾ௨աۭؾ௨աۭؾ௨աۭؾ

ʲΦʔϓϯ方ࣜʗॎݻఆʳ

௨աۭؾ

ۭௐػίΠϧ

ؾՃۭ࣪ྲྀ�ؾ

Ճ࣪ثຊମ

ʲΦʔϓϯ方ࣜʗԣݻఆʳ
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3-1-3 加湿器本体のコイルフランジへの取付

注意

蒸気コイルおよび電気ヒータの近傍へ取り付ける場合は、必ず蒸気コイル仕様を使用し、輻射熱の影
響を避け周囲温度は使用条件内となるようにする

熱による加湿器破損の原因になります。

加湿器を電気ヒータに直接取り付けない
�電気ヒータへ加湿器を取り付ける場合は、必ず蒸気コイル仕様を使用し、電気ヒータと加湿器間に短管を設けるなどして、
常時加湿器本体の使用条件温度以下となるようにしてください。空調機器停止後の輻射熱の影響による加湿器損傷を防ぐ
ため、ファンアフターランによる電気ヒータの冷却やサーミスタなどのセンサ類の併用による温度制御機能を設け、加湿
器使用条件温度を厳守してください。

ʢ�ʣΦʔϓϯํࣜ
⿟ Ճ࣪ثຊମͷԼ໘ͱίΠϧϑϥϯδԼ໘Λ߹Θͤɺਤ໘ͳͲͰࣔࢦさΕͨॴఆͷҐஔʹऔ෇ϏεͰݻఆͯͩ͘͠さ͍ɻ̡ ਤ �3ɺਤ ��ʳ

ʢ�ʣΫϩʔζํࣜ
⿟ ۭௐػίΠϧϑϥϯδͱՃ࣪ثͷऔ෇݀ҐஔΛ߹Θͤɺऔ෇ϏεͰݻఆͯͩ͘͠さ͍ɻ̡ ਤ ��ʳ

ਤ ��Φʔϓϯํࣜͷऔ෇ʢԣݻఆʣ ਤ ��Φʔϓϯํࣜͷऔ෇ʢॎݻఆʣ

Ճ࣪ثຊମϑϨʔϜ

ۭௐػίΠϧ
ۭௐػίΠϧ

ਤ ��Ϋϩʔζํࣜͷऔ෇

ۭௐػίΠϧՃ࣪ثຊମϑϨʔϜ
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3-1-4 給水ユニットの取付

˞௥ՃΦϓγϣϯ͕͋Δ৔߹͸ɺ1��ʮ֤༷̎࢓ͷ֓ཁʯ΋͋Θͤͯࢀরͯͩ͘͠さ͍ɻ

⿟ څਫϔομʣͱڅຊମϑϨʔϜʹ௚෇͚ɺ·ͨ͸ຊମͱผஔ͖ʹऔΓ෇͚·͢ɻຊମʢثѹหʣ͸Ճ࣪ݮਫ༻ి࣓หɾڅਫϢχοτʢڅ
ਫϢχοτͱͷؒͷ઀ଓ͸෇ଐͷڅਫϗʔεΛ࢖༻͠ɺδϣΠϯτΫϦッϓɺϫϯλッチδϣΠϯτ͸࣮֬ʹݻఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

⿟ さ͍ɻͩ͘༺࢖Λ༷͝࢓ਫϢχοτผઃஔڅઃஔさΕΔ৔߹͸ɺʹ֎ػਫϢχοτΛۭௐڅ

ਫϢχッτͷऔ෇ํ๏څ

ର৅ͷ༷࢓ ɾඪ४༷࢓ɹɾεςοϓ੍༷࢓ޚɹɾৠ気ίΠϧ༷࢓

˞ਤ͸ԿΕ΋ඪ४༷࢓Ͱද͍ͯ͠ه·͢ɻ֤Φϓγϣϯ༷࢓ͷৄࡉ͸1��ʮ֤༷̎࢓ͷ֓ཁʯΛࢀরͯͩ͘͠さ͍ɻ
রͯͩ͘͠さ͍ɻࢀਫϢχοτऔ෇方๏͸ɺ1��2Λڅͷ༷࢓ਫϢχッτόΠύεόϧϒ෇څ˞

ᶃຊମϑϨʔϜଆͷϏεʢ"ɺ#ʣΛΏΔΊɺڅਫϢχοτݻఆ༻൘ۚͷ੾͖ܽ෦ΛϏεͱՃ࣪ثຊମϑϨʔϜͷؒʹೖΕɺམ
ͱ͜͠Έ·͢ɻ̡ ਤ ��ʳ

ᶄϏεʢ"ɺ#ʣΛకΊ͚ͭ·͢ʢక෇τϧΫɿ���� ʶ ���/ŋNʣɻ̡ ਤ ��ʳ

߹Δ৔͢༺࢖উखͰࠨ

ᶃϏε2఺Λ؇Ίɺ఺ઢͰғͬͨ෦෼Λ��0౓ճసさͤ·͢ɻ̡ ਤ ��ʳ

ᶄճసޙɺᶃͰ؇ΊͨϏεΛకΊͯͩ͘さ͍ʢక෇τϧΫɿ���� ʶ ���/ŋNʣɻ

ᶅڅਫ઀ଓܧखΛඞཁͳ方向ʹճసさͤͯͩ͘さ͍ɻ޻۩Λ࢖༻͢Δ͜ͱͳ͘ɺखͰճసさͤΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ̡ ਤ ��ʳ

ਤ ��

ਤ ��

ຊମϑϨʔϜ

ਫϢχοτڅ

੾͖ܽ෦

ఆ༻൘ۚݻਫϢχοτڅ

Ϗε" Ϗε"

Ϗε# Ϗε#

Ϗεʢ2఺ʣ

खܧਫ઀ଓڅ
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ਫϢχッτऔ෇ํ๏څͷ༷࢓ਫϢχッτόΠύεόϧϒ෇څ

ᶃՃ࣪ثຊମϑϨʔϜ΁ɺڅਫϢχοτʹಉࠝさΕ͍ͯΔεςʔʲਤ ��ʳΛऔΓ෇
͚·͢
Ճ࣪ثຊମϑϨʔϜͷϏεʢ"ɺ#ʣΛΏΔΊɺεςʔΛऔΓ෇͚·͢ʢక෇τϧΫɿ�
��� ʶ ���/ŋNʣɻ̡ ਤ ��ʳ͜ͷͱ͖ɺεςʔʹ෇͍͍ͯΔϏεʢ$ɺ%ʣͷे݀ࣈ
෦͕Ճ࣪Ϟδϡʔϧଆʹ向͘Α͏ʹɺεςʔΛऔΓ෇͚ͯͩ͘さ͍ɻ

ᶄᶃͰऔ෇͚ͨεςʔʹ෇͍͍ͯΔϏεʢ$ɺ%ʣΛΏΔΊɺڅਫϢχοτݻఆ༻൘ۚͷ੾͖ܽ෦Λམͱ͠ࠐΈ·͢ɻ̡ਤ ��0ʳ

ᶅϏεʢ$ɺ%ʣΛకΊ͚ͭ·͢ʢక෇τϧΫɿ���� ʶ ���/ŋNʣɻ̡ਤ ��0ʳ

ਤ ��

ਤ ��

ਤ ���

ਫϢχοτڅ

ఆ༻൘ۚݻਫϢχοτڅ

ఆ༻൘ۚݻਫϢχοτڅ

εςʔ

εςʔ

Ϗε#

Ճ࣪Ϟδϡʔϧ

Ճ࣪ثຊମϑϨʔϜ

੾͖ܽ෦

Ϗε$

Ϗε%

Ϗε$

Ϗε"

Ϗε%
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ᶅࠩ͠ࠐΜͩΫΠοΫδϣΠϯτͷΤϧϘଆͱڅਫϔομଆͷ߹Θͤ໨ʹͰ͖Δߔ෦ʹɺδϣΠϯτΫϦοϓΛ͸Ίͯͩ͘さ͍ɻ
ʲਤ ��3ʳ

ᶆδϣΠϯτΫϦοϓͷ։͍͍ͯΔ෦෼Λ໼ҹ方向ʹԡ͠ɺΧνοͱԻ͕͢Δ·Ͱԡ͠ࠐΈɺπϝֻ͕͔ͬͨ͜ͱΛ֬ೝͯͩ͘͠さ͍ɻ
δϣΠϯτΫϦοϓΛ�पճసさͤɺ࣮֬ʹ͸Ίࠐ·Ε͍ͯΔ͜ͱΛ֬ೝͯͩ͘͠さ͍ɻ̡ ਤ ���ʳ

3-1-5 給水ホースの取付

注意

ワンタッチジョイントの脱着は、P.15「3-1-6 ワンタッチジョイントの取り扱いについて」の
内容に従い、正しく取り扱う
漏水の原因になります。

クイックジョイントの O リング部および差し込み部にゴミの付着がないようにする
接続不良による漏水の原因となります。

ᶃڅਫϔομʹ͍͍ͭͯΔอޢεςοΧͱڅਫϗʔεʹ͍͍ͭͯΔΩϟοϓΛ֎ͯͩ͘͠さ͍ɻ̡ ਤ ���ʳ

ᶄΫΠοΫδϣΠϯτΛਅͬ௚͙ԡ͠ࠐΈ·͢ɻ̡ ਤ ��2ʳ

ਫϗʔεͷऔ෇௚લʹ͜ͷεςοΧΛണ͕͍ͯͩ͘͠͞ɻڅ

ਤ ��� ਤ ���

カチッ

ਤ ��� ਤ ���

Ωϟοϓڅਫϗʔε

πϝ

δϣΠϯτΫϦοϓ

ਫϔομڅ

ਫϔομڅ

อޢεςοΧ

ΤϧϘ

ΫΠοΫδϣΠϯτ
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ᶇϫϯλονδϣΠϯτͷϓϥάΛιέοτʹࠩ͠
Έʲਤࠐ ��� ɺrΧνοͱԻ͕͢Δ·Ͱԡ͠ࠐΜͩ
ɺηΠϑςΟϩοΫΛϩοΫͯͩ͘͠さޙ ʢ͍1���
ʮ3���� ϫϯλονδϣΠϯτͷऔΓѻ͍ʹ͍ͭ
ͯʯࢀরʣɻ

εςッϓ੍༷࢓ޚͷڅਫϗʔεऔ෇ʹ͍ͭͯ

εςοϓ੍༷࢓ޚͷ৔߹ɺ̡ਤ ���ʳͷΑ͏ʹڅਫϗʔε�ͷ઀ଓۀ࡞ʢ1��3ʙ ��ʮ3���� রʣʹՃ͑ɺࢀਫϗʔεͷऔ෇ʯڅ
ඞཁͱͳΓ·͢ɻ͕ۀ࡞ਫϗʔε2Λ઀ଓ͢ΔڅਫϢχοτͷ൓ରଆ΁څ
ਫڅɺޙਫϗʔεΛ൓ରଆ·Ͱ౉ͯͩ͘͠さ͍ɻͦͷڅਫϗʔε2ͷ઀ଓʹ͋ͨͬͯ͸ɺϫϯλονδϣΠϯτΛऔΓ෇͚ɺڅ
ϗʔε2Λ1��3ᶄʙᶆΛࢀর͠औΓ෇͚ͯͩ͘さ͍ɻ
·ͨɺ෇ଐͷϗʔεΫϥϯϓΛՃ࣪ثຊମʹऔΓ෇͚ͯڅਫϗʔεΛݻఆ͠ɺڅਫϗʔε�ɺ2Λ෇ଐͷόϯυͰଋͶͯͩ͘さ͍ɻ
ʲਤ ���ʳ

カチッ

ਤ ���

ਤ ���

ਫϗʔεڅ

ϓϥά

ਫϢχοτڅ

ιέοτ

ϫϯλονδϣΠϯτ

ϗʔεΫϥϯϓ

ਫϢχοτڅ

ϫϯλονδϣΠϯτ

ਫϗʔε2څ

�ਫϗʔεڅ

όϯυ

ਫϗʔε2څ

ΫΠοΫδϣΠϯτ

δϣΠϯτΫϦοϓ
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様ᶃιέοτͷεϥΠμΛҾ͖Լ͛·͢ɻ ᶄεϥΠμΛҾ͖Լ͛ͨঢ়ଶͰϓϥάΛҾ͖

ൈ͖·͢ɻ

ʢ�ʣιέッτͱϓϥάͷऔΓ֎͠ํ

ηΠϑςΟϩοΫΛղআ͔ͯ͠Β֎ͯͩ͘͠さ͍ʢʮʢ3ʣηΠϑςΟϩοΫͷ࢖༻方๏ʯࢀরʣɻ

ᶃιέοτͱϓϥάΛਅ͙ͬࠩ͢͠ࠐΈ·͢ɻ

注意
ソケットのスライダを引き下げない
��スライダを引き下げながらプラグを差し込むと、接続不良による漏水の
原因になります。

ᶄΧνοͱԻ͕͢Δ·Ͱԡ͠ࠐΜͰԼさ͍ɻ

注意
取り付け完了後は、必ずセイフティロックをロックする
��ロックにより接続不良による漏水を防止します。

ʢ�ʣηΠϑςΟϩッΫͷ࢖༻ํ๏

ηΠϑςΟϩοΫ͸ɺιέοτɾϓϥάͷ݁߹࣌ʹෆҙʹϓϥά͕֎Εͳ͍Α͏ʹ͢ΔߏػͰ͢ɻ

ʢ�ʣιέッτͱϓϥάͷऔΓ෇͚ํ

ϫϯλονδϣΠϯτ͸ϫϯϓογϡ方ࣜͰ͢ͷͰϓϥάΛࠩ͠ࠐΉ͚ͩͰ؆୯ʹऔΓ෇͚Ͱ͖·͢ɻ

ᶄ҆શϦϯάΛʮ-0$,

˛

ʯͷ方向ʹΧ
νοͱԻ͕͢Δ·Ͱʢ໿�0 ʣ˃ճ͢
ͱϩοΫঢ়ଶʹͳΓ·͢ɻ

ᶃຊମ෦෼ʢਤͷࣼઢ෦ʣͱ҆શϦϯ
άΛͦΕͧΕखͰ࣋ͪ·͢ɻ

ᶅ҆શϦϯάΛʮ-0$,

˛

ʯͱٯ方向ʹ
ΧνοͱԻ͕͢Δ·Ͱʢ໿�0 ʣ˃໭͢
ͱղআঢ়ଶʹͳΓ·͢ɻ

注意
セイフティロック解除時は、安全リングの凸部と本体部のスライダ凹部の位置が合うまで戻す
��ワンタッチジョイントの破損を防止します。

ˎ͋Β͔͡ΊιέοτΛϩοΫͨ͠ঢ়ଶͰ΋ϓϥάͷऔΓ෇͚͸ՄೳͰ͢ɻ

3-1-6 ワンタッチジョイントの取り扱いについて

ʢ�ʣ֤෦ͷ໊শ

ਤ ��� ਤ ���

ਤ ���

ਤ ���

ਤ ��� ਤ ��� ਤ ���

ਤ ���

カチ
ッ

ϩοΫঢ়ଶ ϩοΫղআঢ়ଶ

ਫϗʔεڅ εϥΠμ ҆શϦϯά

0Ϧϯά

ϓϥά ιέοτ
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3-2 給排水配管

注意

加湿器への給水には菌類を含まない 0.1mS/m 以下の純水を使用する
水質が不適当な場合は、室内空気の汚れの原因になります。

配管は必ず保温する
保温しないと結露による漏水の原因になります。

3-2-1 給水配管
⿟ ��Λؚ·ͳ͍७ਫʢ0ྨەਫͷਫ࣭͸ɺڅ ̼ 4�NҎԼʣΛ͝࢖༻ͩ͘さ͍ɻڅڙਫʹෆ७෺ΛؚΉਫΛ࢖༻ͨ͠৔߹ɺਫதͷৠൃཹ࢒
෺ͷੳग़ͳͲʹΑΓՃ࣪Ϟδϡʔϧͷण໋͕ஶ͘͠୹͘ͳΓ·͢ͷͰ͝஫ҙͩ͘さ͍ɻ

⿟ �୆ʹ͖ͭ�έ͝༻ҙͩ͘さ͍ɻثຊମʹͳΔ΂͍ۙ͘ҐஔʹɺඞͣՃ࣪ثਫαʔϏεห͸ɺՃ࣪څ
⿟ ഑؅ʹ݁࿐͕ੜ͡ͳ͍Α͏ɺඞͣอԹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
⿟ ઃஔ͢Δ৔߹͸ɺ݁ʹ֎ػਫϢχοτΛڅ ࿐͕ੜ͡ͳ͍Α͏ʹඞͣอԹͯͩ͘͠さ͍ɻ·ͨޙʑͷอक఺͕ݕ༰қʹ͑ߦΔҐஔʹऔ
Γ෇͚ɺอԹ͕ࡐऔΓ֎͠Ͱ͖ΔΑ͏ʹ͝഑ྀͩ͘さ͍ɻ

⿟ 流ʹثɺ഑؅಺ͷԚΕ΍ҟ෺͕Ճ͍࣪ߦʹຊମΛ઀ଓ͢Δલʹ͸௨ਫͯ͠ඞͣϑϥッγϯάʢ഑؅ͷϒϩʔʣΛे෼ثਫ഑؅ͱՃ࣪څ
ೖ͠ͳ͍Α͏ʹͯͩ͘͠さ͍ɻ

⿟ ϝʔΧʔͷऔѻࡎΔ৔߹ɺ഑؅γʔϧ͢༺࢖Λࡎ഑؅γʔϧʹ޻ࢪਫ഑؅ͷڅ
্ͷ஫ҙʹ४͍͠ئ͓ͯ͠ڌ·͢ɻ·ͨɺे ෼ͳγʔϧסࡎ૩࣌ؒΛ֬อͯ͠
ͩ͘さ͍ɻృ෍ྔ͕ଟ͔ͬͨΓס૩͕ෆे෼ͳঢ়ଶͰ௨ਫ͢Δͱɺγʔϧ͕ࡎ
ࡎ಺Ͱͷγʔϧثຊମ಺ʹ流ೖ͢Δ͜ͱʹͳΓɺՃ࣪ثͰՃ࣪ܗਫʹࠞ͟Δڅ
੒෼ؚ͕ࡎ༹ػ͸༗ʹࡎҼʹͳΓ·͢ɻ·ͨɺ഑؅γʔϧݪোͷނԽʹΑΓݻ
·Ε͍ͯΔͨΊɺՃ࣪ثʹ流ೖͨ͠৔߹͸ߏ੒෦඼ʹѱӨڹΛٴ΅͢͜ͱ͕͋
Γ·͢ɻՃ࣪ث΁ͷ௨ਫͷલʹ͸ɺॎ഑؅ͷϑϥογϯάͷ΄͔ɺՃ࣪څثਫ഑
؅؅຤ͷϑϥογϯά༻όϧϒ౳͔Βे෼ͳϑϥογϯάΛ࣮͠ࢪɺϑϥογ
ϯά࣮ޙࢪͷਫ͕ແ৭ಁ໌ɺແषͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝͯͩ͘͠さ͍ɻ

⿟ ख͸ܧਫ઀ଓڅ 3D3�� Ͱ͢ɻܧख΍ϑϨΩύΠϓΛ༻͍ͯڅਫ഑؅΁઀ଓ͠
ͯͩ͘さ͍ɻܧखΛͶ͡ࠐΉࡍ͸ɺμϒϧεύφͳͲɺڅਫϢχοτʹෛՙ͕͔
͔Βͳ͍Α͏ʹͩͯ͘͠޻ࢪさ͍ɻ·ͨɺڅਫ઀ଓܧखʹ͸ՙॏֻ͕͔Βͳ͍
Α͏ʹͩͯ͘͠޻ࢪさ͍ɻ

3-2-2 TSS 節水仕様を使用する場合
⿟ ຊ੡඼ͷΦϓγϣϯͱͯ͠ɺ544અਫ༷࢓Λ༻ҙ͍ͯ͠·͢ɻ544અਫ༷࢓͸Ճ࣪લۭ気ͷ࿐఺Թ౓ʢηϯα͸٬ઌ͝༻ҙʣʹ Α
ΓՃ࣪ث΁ͷڅਫྔΛൺྫ੍͢ޚΔ΋ͷͰɺՃ࣪ෛՙʹԠͨ͡څਫΛ͜͏ߦͱͰઅਫ͕ՄೳͱͳΓ·͢ɻ

˞ຊγεςϜ͸અਫΛ໨తͱ͢Δ΋ͷͰɺՃ࣪ثͷൺྫ੍͕ޚՄೳʹͳΔ΋ͷͰ͸͋Γ·ͤΜɻৄࡉ͸ઐ༻ͷઆ໌ॻྨΛ͝ࢀরͩ͘さ͍ɻ

3-2-3 排水配管
⿟ Ճ࣪ثͷυϨϯ͕ۭௐثػͷυϨϯύϯʹ଺ཹ͠ͳ͍Α͏ʹɺ֬ ࣮ʹഉਫͯͩ͘͠さ͍ɻ
⿟ ۭௐ͔ثػΒͷഉਫ഑؅͸ඞͣ�����Ҏ্ͷઌԼ͕Γޯ഑ͱ͠ɺඞཁʹԠͯ͡ػ಺੩ѹ෼ͷτϥοϓΛઃ͚ͯͩ͘さ͍ɻ
⿟ ഑؅ʹ݁࿐͕ੜ͡ͳ͍Α͏ɺඞͣอԹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
⿟ ७ਫΛ࠶ར༻͢ΔઃඋͰ50$ʢશ༗ػ୸ૉʣ஋Λ؅ཧさΕΔ৔߹ʹ͸ɺՃ͔࣪ثΒͷυϨϯਫͷશഉਫʢ࠶ར༻ͤͣഇغʣΛՄೳͱ͢
ΔόΠύε഑؅ͷઃஔΛݕ౼ͯͩ͘͠さ͍ɻ

ਤ ਫ઀ଓڅ���

ਫϢχοτڅ

खܧਫ઀ଓڅ 3D3��
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3-3 電気配線

警告

電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」「内線規定」に従って施工
する
電気回路の容量不足や施工不備があると、感電、火災の原因になります。

各配線の接続は確実に行い、接続部にケーブルの外力が加わらないように確実に固定する
施工不備があると、感電、火災の原因になります。

電磁弁用コードなどのケーブルを空調機器の側板に貫通させる場合は、貫通部にグロメットなどを取
り付けてケーブルの損傷防止処理を行う
ケーブルが損傷すると、感電、火災の原因になります。

ӴੜతͳۭௐΛͨ͏ߦΊʹ͸ɺӡసΛ͍ͯ͠ࢭٳΔۭௐثػ಺ʹؚਫঢ়ଶͷՃ࣪Ϟδϡʔϧ͕௕࣌ؒ์ஔさΕΔ͜ͱ͸๬·͋͘͠
Γ·ͤΜɻఆظతʹՃ࣪Ϟδϡʔϧ͕ס૩͠ͳ͍৔߹ɺष気ൃੜʹࢸΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻۭௐثػͷӡసΛఀ͢ࢭΔࡍʹ͸ɺՃ࣪
ʣ͠ࢭਫఀڅʢࢭͷӡసΛఀث ͯɺ�࣌ؒҎ্ͷૹ෩ʢۭௐػΞϑλʔϥϯʣʹ ΑΓɺՃ࣪ϞδϡʔϧΛס૩さͤͯͩ͘さ͍ɻ

⿟ ͳͲΛΑ֬͘͝ೝͷ͏͑ɺ֬ࣔࢦ৔ͷݱ ࣮ͳి気ࣄ޻Λ͓͍͠ئ·͢ɻ
⿟ ి気഑ઢ͸٬ઌ͝༻ҙͱͳΓ·͢ɻՃ࣪ݯిثͱͯ͠ઐ༻ճ࿏Λ࢖༻ͯͩ͘͠さ͍ɻ̡ ਤ �2� Λrࢀরͯ͠ɺۭ ௐػϑΝϯͷೋ࣍ଆ͔
Β഑ઢʢྫᶃʣ͢ Δ͔ɺϦϨʔΛઃ͚ΔʢྫᶄʣͳͲͯ͠ɺۭ ௐػϑΝϯͷి0͕ݯ/ͷ࣌ʹͷΈՃ࣪ث΁ͷి͕ݯೖΔΑ͏ʹΠϯλϩο
ΫΛͱͬͯͩ͘さ͍ɻ

⿟ Ճ࣪ݯిݩثʹ͸ඞͣՃ࣪̍ث୆ʹݸ�ɺ࿙ిϒϨʔカΛઃ͚ͯͩ͘さ͍ɻ࿙ిނࣄ๷͓ࢭΑͼอक఺࣌ۀ࡞ݕͷ҆શͷͨΊඞཁͰ͢ɻ
⿟ ඞͣΞʔε઀ଓʢ%छ઀஍ࣄ޻ʣΛͩͯͬ͘ߦさ͍ɻΞʔε͕ෆ׬શͳ৔߹͸ɺిײͷݪҼʹͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
⿟ έʔϒϧΛۭௐثػͷଆ൘ʹ؏௨さͤΔ৔߹͸ɺ؏௨෦ʹάϩϝοτͳͲΛऔΓ෇͚ͯέʔϒϧͷଛই๷ࢭॲཧΛͯͩ͘͠さ͍ɻ·
ͨΤΞϦʔΫ͠ͳ͍Α͏ʹɺඞཁʹԠͯ͡ίʔΩϯάॲཧΛͩͯ͘͠ࢪさ͍ɻ

.

ۭௐػ
ϑΝϯϞʔλ

Ճ࣪ث΁

3 4
"$2007���0��0H[

5

࿙ి
ϒϨʔΧ

.

ۭௐػ
ϑΝϯϞʔλ

3:

Ճ࣪ث΁

3 4
"$2007���0��0H[

"$2007
�0��0H[

5

࿙ి
ϒϨʔΧ

ผిݯ

3:

ਫ༻ి࣓หڅ

Ճ࣪څثਫϢχοτ
ώϡʔϛσΟ
ελοτ�

"$2007
�0��0H[ SV

HS

ਤ ഑ઢྫݯճ࿏ਤʗిؾి���

ి気ճ࿏ਤʢి2007$"ݯͷ৔߹ʣ

ྫ ᶃ ྫ ᶄ

⿟ Ξʔε༻Ϗεʢ.�ʣ͸ɺڅਫϢχοτͷऔ෇ۚ۩
෦෼ʹ͋Γ·͢ɻ

˞ۭௐػϑΝϯ͕ӡసதͷΈి͕ݯೖΔΑ͏ʹͯ͠
ͩ͘さ͍ɻ
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4 試運転
ɺෆ౎߹ͳ఺͕͋Ε͹ඞͣमਖ਼ͯͩ͘͠さ͍͠ࢪӡసΛ࣮ࢼ͸ɺҎԼͷखॱͰޙ޻ࢪ

4-1 試運転前の確認事項
⿟ ��ӡసͷલʹɺ1ࢼ ʙ ��ͷ֤߲Λࢀরͯ͠Լهͷ߲໨Λඞͣ֬ೝ͠ɺෆ౎߹ͳ఺͕͋Ε͹ඞͣमਖ਼ͯͩ͘͠さ͍ɻ

˘�ॴఆͷ७ਫڅڙͷ֬ೝʢڅਫਫ࣭ͷ֬ೝɺ഑؅தͷ༉෼΍ਖᆍΛؚ·ͳ͍͜ͱʣ
ਫ഑؅ͷอԹॲཧ͕ਖ਼͘͠さΕ͍ͯΔ͜ͱڅਫϗʔεͷ઀ଓʢΫΠοΫδϣΠϯτɺϫϯλονδϣΠϯτʣɺڅ�˘
さΕ͍ͯΔ͜ͱࢪ࣮ʹਫ഑؅ͷϑϥογϯά͕े෼څ�˘
˘�ഉਫ഑؅ʢۭௐػυϨϯύϯͷഉਫঢ়ଶɺۭௐػτϥοϓͷ෧ਫɺอԹॲཧɺ֤઀ଓ෦ͷ࣮֬ͳక෇ʣ
˘�શഉਫ༻όΠύε഑؅ͷઃஔʢՃ࣪Ϟδϡʔϧ͔ΒͷυϨϯਫͷશഉਫ༻ʣ˞

˘�֤ ి気഑ઢ͕ਖ਼͘͠઀ଓɾݻఆさΕ͍ͯΔ͜ͱ
˞73'λΠϓ͸ɺ͸͡Ίͯͷӡస։࢝ͷ௨ਫॳ50ʹظ$ʢશ༗ػମ୸ૉʣ஋Λ্ঢさͤΔ੒෼͕υϨϯਫʹؚ·Εͯഉग़さΕ·͢ɻ७ਫ
Λ࠶ར༻͢ΔઃඋͰ50$஋Λ؅ཧさΕΔ৔߹ʹ͸ɺՃ࣪Ϟδϡʔϧ͔ΒͷυϨϯਫͷશഉਫʢ࠶ར༻ͤͣഇغʣΛՄೳͱ͢ΔόΠύε
഑؅ͷઃஔΛݕ౼ͯͩ͘͠さ͍ɻ

4-2 試運転手順
⿟ ҎԼͷखॱͰࢼӡసΛ։࢝ͯͩ͘͠さ͍ɻ

ਫγεςϜΛӡస͢ΔʣڅΔ৔߹͸ɺ͍ͯ͠༺࢖Λ༷࢓ਫαʔϏεหΛ։͚Δʢ544અਫڅ˘
˘50$ ஋Λ؅ཧさΕΔ৔߹͸ɺ؅ཧج४஋ҎԼͱͳΔ·ͰՃ࣪Ϟδϡʔϧ͔ΒͷυϨϯਫΛ࠶ར༻ͤͣશഉਫ͢Δ
˘ώϡʔϛσΟελοτͷઃఆΛ࠷େʹ͢Δ
˘Ճ࣪ݯిݩثͷ࿙ిϒϨʔΧΛ0/ʹͯ͠ిݯΛ͢څڙΔ
˘Ճ࣪ث༻୺ࢠ୆ϘοΫεʢεΠον෇ʣ͕͋Δ৔߹͸εΠονΛ0/ʹ͢Δ
˘ΠϯλϩοΫΛͱۭͬͨௐػΛӡస͢Δ
˘Ճ࣪ثΛ30෼Ҏ্ӡస͢Δ
˞ແ௨ਫঢ়ଶͰӡసͨ͠৔߹ɺి࣓ห͔Β͏ͳΓԻ͕ൃੜ͠·͕͢ҟৗͰ͸͋Γ·ͤΜɻ௨ਫ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ͏ͳΓԻ͸ͳ͘ͳΓ·͢ɻ

4-3 チェック項目
⿟ Լهͷ߲໨ΛνΣοΫ͠ɺෆ౎߹ͳ఺͕͋Ε͹ඞͣमਖ਼ͯͩ͘͠さ͍ɻ·ͨɺԿΒ͔ͷҟৗಈ࡞ͳͲ͕ൃੜ͠ɺݪҼ͕ෆ໌ͷ৔߹͸౰
ࣾѼ͓໰͍߹ͤͩ͘さ͍ɻ

ɺঃʑʹՃ࣪Ϟδϡʔϧͷ্෦͔ΒೞΕ࢝Ί·͢ʣޙΘΕΔ͜ͱʢӡస։࢝ߦʹਫ͕࣮֬څ˘
˘Ճ࣪ثԼ෦͔ΒυϨϯ͕流Εग़͍ͯΔ͜ͱɺͦͷυϨϯ͕ۭௐػυϨϯύϯ͔Β଺Γͳ͘ഉਫさΕ͍ͯΔ͜ͱ
˘഑؅֤઀ଓ෦͔Βͷਫ΋Ε͕ͳ͍͜ͱ
ʣࢭͷ৔߹͸όϧϒΛด༷࢓ਫϢχοτόΠύεόϧϒ෇څਫϗʔεͷ઀ଓ෦͔Βͷਫ΋Ε͕ͳ͍͜ͱʢڅਫ഑؅ɺڅ˘
˘ώϡʔϛσΟελοτͱ࿈ಈ͢Δ͜ͱ
˘ۭௐػϑΝϯΠϯλϩοΫ͕࣮֬ʹߦΘΕΔ͜ͱ

4-4 試運転終了
⿟ さ͍ɻͩͯ͘͠ࢭͷखॱͰӡసΛఀه͸Լޙӡసࢼ

˘Ճ࣪ث༻୺ࢠ୆ϘοΫεʢεΠον෇ʣ͕͋Δ৔߹͸εΠονΛ0''ʹ͢Δ
ʢ544અਫ༷࢓Λซ༻͍ͯ͠Δ৔߹͸ɺڅਫγεςϜΛఀ͢ࢭΔʣ
˘Ճ࣪ݯిݩثͷ࿙ిϒϨʔΧΛ0''ʹ͢Δ
˘ώϡʔϛσΟελοτΛر๬࣪౓ʹηοτ͢Δ
ਫαʔϏεหΛดΊΔڅ˘
রʣࢀ���ʢ1͏ߦਫετϨʔφͷ૟আΛڅ˘
˘73'��ʙ73'�0͸�࣌ؒҎ্ɺ73'�0͸2࣌ؒҎ্ͷۭௐػΞϑλʔϥϯʢૹ෩ӡసʣΛ͍ߦɺՃ࣪ϞδϡʔϧΛ׬શ
Δ͢ࢭΛఀػ૩さͤͨͷۭͪௐסʹ

˞ӡసΛ͍ͯ͠ࢭٳΔۭௐثػ಺ʹؚਫঢ়ଶͷՃ࣪Ϟδϡʔϧ͕௕࣌ؒ์ஔさΕΔ͜ͱ͸๬·͋͘͠Γ·ͤΜɻఆظతʹՃ࣪Ϟ
δϡʔϧ͕ס૩͠ͳ͍৔߹ɺष気ൃੜʹࢸΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻ



� �� �

施
工
前
の
確
認
事
項

施
工
前
の
確
認
事
項

各
仕
様
の
概
要

各
仕
様
の
概
要

施
工

施
工

試
運
転

試
運
転

外
形
参
考
図

外
形
参
考
図

仕
様

仕
様

ਫετϨʔφ૟আͷखॱڅ

警告
作業の際は空調機の電源を遮断する
ҼʹͳΓ·͢ɻݪͷނࣄதʹϑΝϯ͕ճస͢Δͱɺۀ࡞

̍ʣڅਫϢχοτ͕ۭௐثػ಺ʹऔΓ෇͚ΒΕ͍ͯΔ৔߹͸ɺඞۭͣௐثػͷӡసΛఀͩͯ͘͠ࢭさ͍ɻ

̎ʣڅਫαʔϏεหΛดΊ·͢ɻ

̏ʣڅਫετϨʔφΛ֎͠·͢ʲਤ �2� ɻr

˗อԹ͕͋ࡐΔ৔߹ɺ෮࣌چͷཆੜΛͩͯͬ͘ߦྀͯ͠ߟさ͍ɻ
˗಺෦ͷ࢒ਫ͕ग़Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰ͝஫ҙͩ͘さ͍ɻ

̐ʣ౵ঢ়ͷΞϛ෦෼Λɺ͖Ε͍ʹ૟আͯ͠ਫચ͍͠·͢ɻ

̑ʣݩ௨ΓڅਫετϨʔφΛకΊࠐΈ·͢ɻ

ਫετϨʔφͷకΊ͗͢ʹ͝஫ҙͩ͘さ͍ɻకΊ͗͢Δͱڅ˗
ഁଛ͢ΔڪΕ͕͋Γ·͢ɻ

̒ʣڅਫαʔϏεหΛ։͚ͯ௨ਫ͠ɺਫ΋Ε͕ͳ͍͜ͱΛ֬ೝ͠·͢ɻ

̓ʣอԹ͕͋ࡐΔ৔߹͸ཆੜΛ෮͠چ·͢ɻ

ਤ ��� ˞ਤ͸ඪ४༷࢓Ͱද͍ͯ͠·͢

ਫετϨʔφڅ
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73'���73'��

① ③

④

⑨

⑩
⑧

⑥

⑤

⑫

⑬

⑪

⑦

②

73'�0ɿ≒220
73'�0ɿ≒2�0

73'�0ɿ≒�30
73'�0ɿ≒��0

高さH

幅W
気流方向

73'���73'��

① ③ ⑥

⑤
⑫

⑬

⑪

④
⑨
⑩
⑧

⑦
②

73'��ɿ≒���
73'��ɿ≒��0

73'��ɿ≒��
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高さH

幅W
気流方向

5 外形参考図

73'��
① ③

④

⑨

⑩
⑧

⑥

⑫

⑬

⑪

⑦

②

≒320

≒230

高さH

幅W

気流方向

⑤

ᶺ ෦඼໊শ ɹ༷࢓

ᶃ Ճ࣪Ϟδϡʔϧ ༷࢓ە߅

ᶄ ຊମϑϨʔϜ 46430� U���

ᶅ ਫϔομڅ ԘϏɺ114ΦϦϑΟε෇

ᶆ ਫϗʔεڅ П� П̫��

ᶇ ϩʔϨοτ෇Ϗε 464

ᶈ ΤϧϘ 114थࢷɺ
0Ϧϯά1��2

ᶉ खܧਫ઀ଓڅ 3D3�� 4$4�3

ᶊ ਫαʔϏεหڅ ٬ઌ͝༻ҙ

ᶋ ਫ༻ి࣓หڅ
ϘσΟ114थࢷɺ
ϞʔϧυίΠϧɺ
*1��૬౰

ᶌ ѹหݮ ϘσΟ114थࢷ

ᶍ ਫετϨʔφڅ ��00

ᶎ ๷ਫίωΫλ *1��

ᶏ ి࣓ห༻ίʔυ
2৺ΩϟϒλΠϠ
7$5 0���NN2

⿟ ܗਤ͸ΦϓγϣϯΛؚ·ͳ͍ඪ४తͳߟࢀܗ֎
ঢ়Λࣔ͠·͢ɻՃ࣪ث༗ޮੇ๏ʢ幅̬ɺ高さ̝ʣ
΄͔ɺ͓ ٬༷ͷઃܭ৚݅ʹ߹Θͤͯ੡͓ͯ͠࡞
Γ·͢ͷͰɺৄ রͩ͘さ͍ɻࢀ͸ผ్ਤ໘Λ͝ࡉ
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6-2 比例制御システム対応仕様 
ࣜܕछɾػ ణԼਁಁ気ԽࣜՃ࣪ثɹ73'�1ʢۭௐػ ŋશ೤ަث׵૊ࠐ༻ʣ̡ ൺྫ੍ޚγεςϜରԠ༷࢓ʳ

�˞൪ܕຊج 73'�0�1 73'�0�1

Ճ࣪ϞδϡʔϧԞੇߦ๏ �30NN ���NN

ຊମϑϨʔϜԞੇߦ๏ ��0NN 230NN

ఆ֨ిݯ ୯૬ "$2007ɹ�0��0H[ʢ͓ࢦ٬༷ఆʹΑΓ୯૬"$2�7ɺ"$�007ɺ"$2207ͷ৔߹͋Γʣ

ఆ֨ফඅిྗ �Wʢڅਫ༻ి࣓ห̍ݸ౰Γʣ

ిѹڐ༰ൣғ ʶ�0ˋҎ಺

使
用
条
件

पғԹ࣪౓
Ճ࣪ثຊମ �ʙ�0ˆ

ਫϢχοτڅ �ʙ�0ˆʢౚ݁͠ͳ͍͜ͱʣɹ�0ˋ3HҎԼ

ਫਫ࣭څ Λؚ·ͳ͍७ਫʢ0��N4�NҎԼʣྨە

ਫѹྗڅ 0�0�ʙ0���.1B

ਫԹ౓څ �ʙ�0ˆ �ʙ2�ˆ

˞�� Ճ࣪ܕث൪ͷࡉৄ߸هʹ͍ͭͯ͸༷࢓ॻ·ͨ͸औѻઆ໌ॻΛ͝ࢀরͩ͘さ͍ɻ

6-1 標準仕様
ࣜܕछɾػ ణԼਁಁ気ԽࣜՃ࣪ثɹ73'ʢۭௐػ ŋશ೤ަث׵૊ࠐ༻ʣ

�˞൪ܕຊج 73'�� 73'�� 73'�0 73'�0 73'�0

Ճ࣪ϞδϡʔϧԞੇߦ๏ �0NN ��NN �00NN �30NN ���NN

ຊମϑϨʔϜԞੇߦ๏ ��NN �0NN �30NN ��0NN 230NN

ఆ֨ిݯ ୯૬ "$2007ɹ�0��0H[ʢ͓ࢦ٬༷ఆʹΑΓ୯૬"$2�7ɺ"$�007ɺ"$2207ͷ৔߹͋Γʣ

ఆ֨ফඅిྗ �Wʢڅਫ༻ి࣓ห̍ݸ౰Γʣ

ӡస੍ޚ ''ਫ༻ి࣓หʹΑΔ0/�0څ ޚ੍

ిѹڐ༰ൣғ ʶ�0ˋҎ಺

使
用
条
件

पғԹ࣪౓

Ճ࣪ثຊମ �ʙ�0ˆ

ਫϢχοτڅ
�ʙ�0ˆʢౚ݁͠ͳ͍͜ͱʣ
�0ˋ3HҎԼ

ਫਫ࣭څ Λؚ·ͳ͍७ਫʢ0��N4�NҎԼʣྨە

ਫѹྗڅ 0�0�ʙ0���.1B

ਫԹ౓څ �ʙ�0ˆ �ʙ2�ˆ

˞�� Ճ࣪ܕث൪ͷࡉৄ߸هʹ͍ͭͯ͸༷࢓ॻ·ͨ͸औѻઆ໌ॻΛ͝ࢀরͩ͘さ͍ɻ

6 仕様
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ຊࣾӦۀຊ෦ ˟̍ ̒̍ �̔ ̑̏ �̍ ౦ژ౎৽॓۠தམ߹3�������̢̬ຊࣾϏϧ� 5&-�̌ �̏̏ ̑̕ �̐̍ ̍̌ ̍

˔Ճ࣪ثͷϝϯςφϯεɺϦχϡʔΞϧʹؔ͢Δ͓໰͍߹Θͤ͸ɺد࠷Γͷ֤ڌ఺΁͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

อकɾαʔϏεӦۀຊ෦˟̍ ̒̍ �̔ ̑̏ �̍౦ژ౎৽॓۠தམ߹3������ΧελϚʔηϯλʔ 5&-�̌ �̏̏ ̑̕ �̐̍ ̍̍ ̌

େࡕ� ࢧ� �ళ� ˟̑ ̐̌ �̌ ̌̎ �̐େࢢࡕதԝ۠ೆ৽ொ �̍̍ �̎ λΠϜεϏϧ� 5&-�̌ �̒̐ ̓̕ �̌̒ ̒̌ ̒

�ॴۀ԰Ӧݹ໊ ˟̐ ̒̐ �̌ ����໊ ������ઍछ۠ઍछࢢ԰ݹ ϧϛφεηϯλʔϏϧ� 5&-�̌ ̑̎ �̓ ̐̑ �̏ ̎̓ ̓

ઋ୆Ӧۀॴ ˟̕ ̔̍ �̏ ̍̏ 3�ઋ୆ࢢઘ۠ઘதԝ3�2���� 5&-�̌ ̎̎ �̓ ̓̎ �̔ ̍̎ ̍

෱ԬӦۀॴ� ˟̔ ̍̎ �̌ ̌̌ �̐෱Ԭࢢതଟ۠ӿా2����0� 5&-�̌ ̎̕ �̐ ̓̍ �̌ ̏̓ ̍

ɹ˔ۀ຿༻ɾۀ࢈༻֤छՃ࣪ث

ɹ˔流ྔ؅ཧγεςϜثػʗΤΞϩ̦γεςϜɾΧϥϜΞΠ

IUUQT���XXX�XFUNBTUFS�DP�KQ
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